
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

会議室 のためのサブバンド音響エコーキャンセ
ラにおいて、

前記 キャンセラが、
前記サブバンド 適応フィルタタップ

サブバンドに前記 タップを

サブバンド音響エコーキャンセラ。
【請求項２】
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遠隔 のハンズフリー音響電気通信システム
該システムは入接続および出接続の信号径路を介して遠端局に接続されてお

り、該室は音響インパルス応答関数を備え、その成分は各々の前記サブバンドに関連して
おり、 サブバンド音響エコー

音響エコーキャンセラーに関連した所定数の と、
個々の前記 適応フィルタの 割当てる手段とからなり、該割当て
る手段は、
前記適応フィルタのタップを割当てる手段に接続されたデータ蓄積部と、
前記各サブバンドに関連した前記室の音響インパルス応答関数の前記成分からなる第１セ
ットのデータを前記データ蓄積部に入力する手段と、
男性および女性の話者に対する所定の音声パワースペクトルからなる第２セットのデータ
を前記データ蓄積部に入力する手段とからなり、該音声パワースペクトルは比較的低い周
波数範囲のサブバンドに含まれる周波数範囲内にピークエネルギー領域を有しており、前
記割当てる手段はさらに、
前記低周波数範囲内の前記タップの数を選択的に増加させる、前記サブバンドのタップ割
当てプロフィールを構成するために第１および第２のセットのデータを結合する手段とか
らなることを特徴とする



前記入接続の 経路における歯擦音の エネルギーを検知

をさ
らに含む、請求項１記載の装置。
【請求項３】

【請求項４】
電気通信 会議室を１つまたはそれより多くの遠端局に接続する入接続および出接続の
信号経路を有する電気通信 会議室のためのサブバンド音響エコーキャンセラにおいて
、前記エコーキャンセラが、
複数のサブバンド適応フィルタ、
前記サブバンドに関連した複数の適応フィルタタップ、
前記サブバンド間での前記タップの割り当てを制御するための重みリストを含む

データ蓄積部、
前記室の音響インパルス応答を推定し、

に圧縮するための手段、
遠端ユーザにより経験された人の音響感度の１つまたはそれより多くの測度

前記 タッププロフィールを前記エコーキャンセラの前記サブバンド適応フィル
タに適用 手段、

からなるサブバンド音響エコーキャンセラ。
【請求項５】

実質的に１０００Ｈｚおよびこれより下の周波数で動作しているサブバンド フィ
ルタの 手段をさらに含む、請求項
５記載のサブバンド音響エコーキャンセラ。
【請求項６】

人の聴力の感度重み付け をさ
らに含む、請求項５記載のエコーキャンセラ。
【請求項７】

人の聴力の感度重み付け と長
期音声パワー重み付けと をさらに含む、請求項５記載のエコーキャンセラ。
【請求項８】

【請求項９】
前記室の音響インパルス応答をアクティブかつ周期的に計測すると共に、

サブバンドフィルタタッププロフィールに圧縮するための手段をさらに含む
、請求項 記載のエコーキャンセラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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信号 スペクトル する手段と、
２つの前記データセットの前記結合することから生じる前記タップ割当てプロフィールを
調整するために歯擦音のスペクトルエネルギーの前記検知することに応答して、該歯擦音
のスペクトルエネルギーを含むサブバンドに前記タップを一時的に再割当てする手段

前記歯擦音のスペクトルエネルギーの検知の中止に応答して、前記タップ割当てプロフィ
ールを前記歯擦音のスペクトルエネルギーの検知前の、その割当て状態へ戻す手段をさら
に含む、請求項２記載の装置。

遠隔
遠隔

、前記適
応フィルタタップに接続された

サブバンドフィルタタッププロフィールを生成す
るために該音響インパルス応答を前記重みリストへの入力

を使用して前
記フィルタタッププロフィールを調整する手段、

調整された
して前記サブバンド内の前記所定の数のタップを割当てる

前記入接続の径路において歯擦音のエネルギーを検知しかつそのパワースペクトルを測定
する手段、および
前記検知した歯擦音のエネルギーを前記重みリストの追加の調整に変換して、前記検知さ
れた歯擦音エネルギーの持続時間の間に前記検知された歯擦音エネルギーのパワースペク
トルの周波数特性を有するサブバンドに割当てられる適応フィルタのタップの数を増加さ
せる手段

前記人の音響感度の１つまたはそれより多くの測度は所定の音声パワースペクトルからな
り、 内の

前記所定数のタップのうちのより高い割合を集中させる

前記人の音響感度の１つまたはそれより多くの測度は の目印

前記人の音響感度の１つまたはそれより多くの測度は の目印
の積

実質的に５０ミリ秒を超える遅延を有する前記遠端の局の話者によって受信されるエコー
を返すために、人の聴力感度を示すエコー知覚重み付けの重み付けリストの目印を前記デ
ータ蓄積部に印加する手段をさらに含む、請求項４記載の装置。

該音響インパル
ス応答を前記

８



【発明の属する技術分野】
本発明は、電気通信会話電子会議システムにおけるサブバンド音響エコーキャンセラに関
し、特に、物理的および人の知覚の感度ファクターの複合である重み付け関数に基づいて
このようなシステムに使用される適応フィルタにおけるタップの数を選択するための新規
なスキームに関するものである。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
近代的な全二重の電子会議システムにおいては、サブバンド音響キャンセラが端局の室の
マイクロホンにおける残響の音入射をキャンセルするために使用され、これにより遠端の
ユーザは彼／彼女自身の音声のエコーを聞くことから防止される。これらの装置は、広い
バンドの音声信号を、それぞれ独立した適応フィルタに関連したいくつかのばらばらのサ
ブバンドに分解し、またそれぞれのサブバンド内に含まれた室のインパルス応答の要素を
エミュレートするために各サブバンドに対するインパルス応答関数を展開することで、マ
イクロホンと拡声器の間の解放された音の経路の特性をモデリングする。
【０００３】
サブバンド音響エコーキャンセラは、サブバンドの中で割り当てられた多くの適応フィル
タ「タップ」を含んでいる。割り当ては均一的（各バンドにおいて同じ数）、あるいは非
均一的である。全てのサブバンド上で合計された実行可能なタップの最大数は、エコーキ
ャンセラ内で採用されたハードウェアのリアルタイムな処理能力の公知の関数である。こ
の制約を与えた場合、最大の可能な残響の音響のエネルギーを取り除くために計算された
最適化されたフィルタタップ「プロフィール」のいくつかの種類における全てのサブバン
ド上に分配されたタップの実行可能な数が重要となる。典型的なタッププロフィールは、
例えば、最大エコー経路補償能力対サブバンド（つまり、周波数）数の査定に基づいてい
る。このタイプのタッププロフィールは、応答の大きさが時間の増大および周波数の増大
で減衰するという事実を考慮した、典型的な室の音響インパルス応答関数の公知の全体の
特性を反映したデータから派生する。この手法を使用して、ほとんどのタップをより低い
－最大サブバンドに単に割り当てるためにエコーキャンセラフィルタタッププロフィール
を設定することが通常行われており、各サブバンドにおけるタップの割り当てはサブバン
ド数の増加とともに略指数的に増大する。この割り当ては、より低い周波数に、これらの
サブバンドにおけるより多くのフィルタタップを「重み付け」し、またサブバンドエコー
キャンセラ内で蓄積されたタップカウントのテーブルを使用して実行される。
この伝統的なタップ割り当ておよび重み付けスキームは、重み付けにおいて人の知覚する

（ｉｎｄｉｃｉａ）がないものである。これらの事象は、エコーの要素が実際に遠端
の話し手により知覚され悩ませる度合に顕著に影響を及ぼす。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明では、人の知覚した を、多くのユーザに広く適用可能であるサブバンド音響エ
コーキャンセラの適応フィルタタップ割り当てテーブル、ないしプロフィールに組み入れ
るようにしている。本発明は、特に、エコーが遠端の話し手により知覚されるかどうかの
重要なファクターが、近端の電子会議室により発生された反響の会話の相対的な知覚され
た音の強さであるという認識に基づくものである。
【０００５】
一実施の形態においては、本発明は、知覚された会話の音の強さの品質に関連した室の物
理的な音響属性と人の知覚の感度の両方の関数である、サブバンド音響フィルタキャンセ
ラに対する適応フィルタタッププロフィールを提供する。タップをより低いサブバンドを
含むピークエネルギー内に集中するために、男性と女性の話し手に対する相対的なパワー
スペクトル（べきスペクトル）上のデータはタップ重み付け関数に組み込まれる。この考
えの変種においては、タッププロフィールが、一時的な声に出さない会話の要素、特に歯
擦音（「ｓ」の音）に短期間で応答することで、さらに最適化される。これらの会話の要
素は、長期の男性／女性の会話パワースペクトルのより低い最大サブバンドにおいて見出
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だされたピーク相対パワーレベルに匹敵する、２ｋＨｚを越える周波数におけるパワーを
示す。これらの歯擦音の要素による電子会議の間の室内で発生した残響エネルギーは、こ
のため、より高い最大バンドを助力するために、タッププロフィールをアクティブにシフ
トすることによってより効率的に取り除かれる。
本発明のタップ最適な改良の他のおよび別の変種を以下に説明する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
図１に、電子会議室である、室１１内で動作するサブバンド音響エコーキャンセラ１０の
概要を示した。キャンセラ１０は入接続ライン１６と出接続ライン２５を通って電気通信
ネットワーク（図示せず）に直列に接続されている。室の残響面１２は、室の形状に依存
する、複数のエコー経路を規定する。１つのこのような経路を符号１３で示した。室の拡
声器１４から発生する遠端からの会話は経路１３（および他の経路）に沿って移動し、種
々の時間遅延でマイクロホン１５に入る。キャンセラ１０は、ライン１８を経て入接続す
る経路１６に接続されたサブバンドアナライザ１７、およびマイクロホン１５に接続され
たサブバンドアナライザ２２を含む、従来の適応要素を含んでいる。サブバンド適応フィ
ルタバンク１９は複数のフィルタタップｎ１ 　，…，ｎＭ 　を含んでいる。Ｍは分離した
サブバンドの数である。室のサブバンドアナライザ２２は、アナライザ１７と同じサブバ
ンド構造を有するように設定される。アナライザ２２は、遠端の会話の望ましくないエコ
ーを含む、マイクロホン１５から信号を受信する。フィルタ１９の望ましい出力は、室１
１の想定されたインパルス応答およびプロフィールにおける実行可能なフィルタタップの
数および合計器２３におけるアナライザ２２の出力が最適に負で結合された、全てのサブ
バンド上で合計されたそれらの重みに基づく信号のセットである。減じられた遠端の話し
手のエコーエネルギー内容を含んだ得られた信号は、エコーがキャンセルされたサブバン
ド信号からフルバンドのアウトバウンド（送信）した会話信号を再合成する、サブバンド
シンセサイザ２４に供給される。相対的にエコーのない信号は出接続信号経路２５を経て
ネットワークに送信される。音響エコーキャンセラにおいて使用される適応フィルタのよ
り詳しい説明は、例えば、Ｄ．Ｌ．Ｄｕｔｔｗｅｉｌｅｒによる「Ａ　Ｔｗｅｌｖｅ－Ｃ
ｈａｎｎｅｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｏｉｃｅ　Ｅｃｈｏ　Ｃａｎｃｅｌｌｅｒ」ＩＥＥＥ
　Ｔｒａｎｓ．Ｃｏｍｍ．ＣＯＭ－２６，Ｎｏ．５　１９７８年５月の第６４７－６５３
頁に記載されており、この記載を本明細書に組み入れる。
【０００７】
エコーは、受信された遠端の信号が励起を提供する音響スペクトルの領域において明白で
ある。遠端の信号が会話である場合、公知の長期の会話の特性は本発明によりタッププロ
フィールの成形における改良を許容することができる。図２は男性と女性の話し手の複合
に対する会話の相対的なパワースペクトルを示したものである。曲線は１０００Ｈｚより
下の領域は会話エネルギーの大きな優勢を含んでいる。タップのプロフィールはよって、
この領域において集中された音の強さのフィルタタップの重み付けにより、改良され、つ
まり、最適化される。
【０００８】
音の強さの重み付けの関数を実現するための一例を以下に、「最小２乗（ｌｅａｓｔ　ａ
ｑｕａｒｅ）」最適化技術のフレームワークで例示した。ここで、プロフィール最適化は
、整数線形計画法の課題（ｉｎｔｅｇｅｒ　ｌｉｎｅａｒ　ｐｒｏｇｕｒａｍｍｉｎｇ　
ｐｒｏｂｌｅｍ）のような他のフレームワークでも計算される。
Ｍ－サブバンドタッププロフィールに対して、ｉ＝１，２，３，…，Ｍであるｉがサブバ
ンドのインデックスを指すものとし、またｄｉ 　がサブバンドｉに対する理想ないし所望
のフィルタタッププロフィールにおけるタッププロフィールとする。所望のプロフィール
｛ｄ１ 　，ｄ２ 　，…，ｄＭ 　｝は、近い端の室の物理的な音響の性質から派生ないし計
測される。
【０００９】
制約された最小２乗最小化の課題は下式で示される。
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【数１】
　
　
　
　
　
２つの制約を受ける場合には、
（１ｂ）　全てのｉに対して、ｎｉ 　＞＝０
【数２】
　
　
　
　
上式において、｛ｎｉ 　｝の項は、（１ｂ）と（１ｃ）における負でないおよびプロフィ
ールサイズの制約を受ける、重み付けされ２乗された誤差関数を最小化するための最適の
サブバンドフィルタタップカウントである。重み｛ｗｉ 　｝は、サブバンド数の関数とし
ての解における相対的な誤差を制御するために使用される「重要な」ファクターであり、
本発明においては物理的および知覚的なファクターの複合である。
【００１０】
このように数式化することで、最適なフィルタタッププロフィールは、制約された整数２
次計画法の課題（ｃｏｎｓｔｒａｉｎｅｄ　ｉｎｔｅｇｅｒ　ｑｕａｄｒａｔｉｃ　ｐｒ
ｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ｐｒｏｂｌｅｍ）に対する解として得られ、この説明は、Ｄ．Ｇ．
Ｌｅｕｅｎｂｅｒｇｅｒ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，Ｎｅｗ　Ｙ
ｏｒｋ，１９６９年のＯｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｂｙ　Ｖｅｃｔｏｒ　Ｓｐａｃｅ　Ｍ
ｅｔｈｏｄにされている。この出版物の関連部分は本明細書中に参照として組み入れる。
【００１１】
当業分野では制約された整数２次計画法の課題を解決するための多くの数学的手法が知ら
れているが、サブバンド音響エコーキャンセラに対する適応フィルタタッププロフィール
の最適化の本内容において特に有利な閉形式の解は、簡単化をすることにより実現される
。特に、実数（浮動小数点）は、整数サブバンドタップカウントｎｉ 　に置き換えられる
。次いで、最適な実数ｎｉ 　が決定したならば、これらは整数に丸められまた上記の制約
（１ｃ）で解決される。ｎｉ 　に置き換えられた実数について、式（１ａ）に対する解が
、上記で引用した文献にしたがって凸関数の制約された最適化の理論から容易に導かれる
。
【００１２】
最小２乗最適化技術を使用した本発明による複合重み付け関数の実現方法を次に説明する
。
【００１３】
図３は、５０ｄＢ－音パワーレベル（「ＳＰＬ」）に校正された、人の聴力の等しい音の
強さの輪郭のグラフを示したものである。図４は、一般的に許容されている （ａｎｎ
ｏｙａｎｃｅ）レベル に合致するために必要なエコー減衰を示したものである。
与えられたエコー遅延に対して、縦座標の値は、母集団 をかけないよ
うに、そのソースに対して必要な減衰をエコーのデシベルで示している。図３と図４はＤ
．ＤａｖｉｓおよびＣ．ＤａｖｉｓによるＳｏｕｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒ
ｉｎｇ、Ｈ．Ｗ．Ｓａｍｓ　＆　Ｃｏ．，Ｃａｒｍｅｌ，Ｉｎｄｉａｎａ　１９８７年に
記載されている。
【００１４】
相対的なパワーで表現した場合、図２－４の感度曲線は音圧力レベルにおける差を意味し
ている。遠端のユーザの耳には重要なことは、しかしながら、他に対する１つの音の強さ
の知覚である。人の聴力に対する１つの一般的に受け入れられた音の強さの関連は、同様
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の２０％以上に迷惑



にＤａｖｉｓなどにより出版されているが、
音源のＳＰＬにおけるそれぞれ１０ｄＢの増加（減少）は知覚された音の強さを２つのフ
ァクターだけ増大（減少）する。ｄＢ－ＳＰＬにおいて計測された１つのレベルｌ１ 　と
ｌ２ 　に対して、レベルｌ１ 　からレベルｌ２ 　に行く音の強さの変換は、それゆえ、以
下のようなる。
【数３】
　
　
　
図２－４の曲線はデシベルで増加する。これらを最小２乗フレームワークの対する重み付
け関数に正しく変換するため、全ての値を０ｄＢないしこれより上に持ち上げるためにス
ケールをオフセットしなければならない。次いで、（２）が感度読みを所望の音の強さの
スケールに変換するために使用される。最終的な重み付け関数は個々のこのような関数の
１つまたはそれより多くを多重的に結合することにより形成される。図５、６および７は
それぞれ図２、３および３の感度曲線の音の大きさへの変換を示したものである。これら
のデータは次いで改良されたタッププロフィールをデザインするために使用される。
【００１５】
このようなタッププロフィールデザインの１つは図８に示された所望の均一な（フラット
な）プロフィールに基づくものである。図８は２５０ｍｓｅｃの均一なエコー経路補償に
対するプロットを示したものである（タップの粒状当たり２ｍｓｅｃ）。タップの数にお
けるこのプロフィールのサイズは３５００（２８＊１２５）であり、これは典型的な現在
のハードウェア装置における経済的に実行可能なタップの数よりも顕著に大きい。図８は
この所望のプロフィールに対する最適なタップデザインを示したものである。最初は図６
の聴力感度重み付け関数を使用するだけである。２番目には図６の聴力感度と図５の長期
会話パワー重み付けの複合（特に、積）を使用する。この例においては所望のプロフィー
ルは平らであるので、エコー知覚重み付けは適用されない、つまり、全てのサブバンドは
エコー係累に関して等しく重み付けされる。聴力感度重み付けに対する最適なプロフィー
ルだけを考えた場合、最適なプロフィールは図６の形を反映していることが判る。この結
果、利用可能なタップの束は、聴力が最も感度の良い中間バンド領域において集中される
。長期会話パワー重み付け関数が聴力感度重み付け関数と結合されるときには、より低い
サブバンドに向かうマークされたバイアスが発生する。この領域における聴力感度重み付
けの結果として、中間領域における最適なプロフィール内の小さなこぶが残る。
【００１６】
改良されたタッププロフィールの第２の例を図９に示した。図９は所望のタッププロフィ
ール内に全部で２５５０のタップがある。このプロフィールは物理的な室の小さな集合上
の計測から派生しており、周波数の関数としてのこれらの室に対する－６０ｄＢの残響レ
ベルに略束縛されることを示している。インパルス応答のこの－６０ｄＢの応答境界は実
質的に周波数において単調に減衰するために起こり、またこの輪郭に沿って残量時間は図
９においてプロットされた所望のプロフィールに大体一致する。
この所望のプロフィールに対して、４つの最適なフィルタタップデザインが達成され、こ
の結果を同じく図９に示した（対照的な図表は分離したデザインを差別化するために使用
した。）。最初の２つのデザインは、先の例における２つのデザインと同じ重み付けを使
用している。３番目のデザインは図６の聴力感度と図７のエコー知覚の複合を使用してい
る。４番目のデザインは図６の聴力感度、図５の会話パワー重み付けおよび図７のエコー
知覚を使用している。所望のフィルタタッププロフィールが非均一であることから、エコ
ー知覚の重み付けはこの２番目の例に適用可能である。
【００１７】
聴力感度重み付けと結合された聴力および会話重み付けから得られるデザインする結果は
、第１の例の均一な（平らな）プロフィールデザインのために達成された類似した結果を
示している。重要なことは、エコー知覚感度重み付けをさらに結合した、２番目の例の３
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番目と４番目のデザインは、より長い遅延のエコーに対する人の耳の感度をデザインした
タッププロフィール上の印象の敏感であるが実際の効果を示したものであり、つまり、プ
ロフィールはより低い最大サブバンドに向けて好ましくはさらにスキューされる。
【００１８】
本発明にしたがって与えられた室をサービスするサブバンドエコーキャンセラに対する上
記した所望の最適化を実行するための概略的な装置構成を図１０に示した。図１における
機能と同様に、本装置は、上記した最適化手順を実行するためのサブルーチンのセットを
ソフトウェア中でホストする計算ユニット４１を含んでいる。最適なフィルタタッププロ
フィールを計算するためには３つの別の量が必要となる。これらは、エコーキャンセラが
エコーをキャンセルする時間－周波数レンジのわたって計測された時間（遅延）と周波数
の関数としての室の音響インパルス応答、エコーキャンセラにより収容される（１）にお
ける実行可能なサブバンド適応フィルタタップＮＴ 　の全部の数、ならびに最適化で使用
された複合の知覚的な音の強さの重み付け関数を表す（１）に含まれるべき重み｛ｗｉ 　
｝の蓄積されたリスト、である。
室の音響インパルス応答関数は図１０に示したインパルス応答テストユニット４０を追加
することで局部的に自動的に計測することができ、これは例えば、Ｄａｖｉｓなどによる
出版物において説明されたような、多くの公知の室のインパルス応答計測技術のいずれか
により実施できる。ユニット４０を加えることで、室の音響特性に影響を及ぼす、出席者
やプレゼンテーションプロップの存在、窓のカーテンの引きなどのような、室における多
くの可能な短期間の物理的な変更を更新するために室のインパルス応答が周期的に調整さ
れる。テストユニット４０の追加された計算の要件が経済的に実施できない場合には、室
の音響インパルス応答関数は、先の例のような標準の会議室のデータを使用して供給され
る。
【００１９】
インパルス応答は次いで、キャンセラ１０内にある計算ユニット４１における割り当てら
れる計算により所望のタッププロフィールに圧縮（ｃｏｎｄｅｎｓｅ）され、（１）の表
現の項｛ｄｉ 　｝を産出する。次いで、最適なタッププロフィール｛ｎｉ 　｝が、項｛ｗ

ｉ 　｝を含む、選択された蓄積された重みリストを使用して計算される。最後に、計算さ
れた｛ｎｉ 　｝はエコーキャンセラのサブバンド適応フィルタ｛ｎｉ 　｝に割り当てられ
る。
上記した機能の１つの好ましい特定のハードウェア装置は、ＡＴ＆Ｔ、Ｉｎｃ．から入手
可能であるＷＥＤＳＰ３２Ｃのような１つまたはそれより多くのデジタル信号プロセッサ
を使用する。これおよび同様なＤＳＰデバイスは、上記の手順を実行するのと同様に、Ａ
ＥＣフィルタタッププロフィール最適化プロセスソフトウェアをホストできる。デジタル
信号プロセッサを使用して本発明を実施するために適用される１つの特定のデザインは、
「Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｅｃｈｏ　Ｃａｎｃｅｌｌａｔｉｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　Ｍｕｌｔｉｒ
ａｔｅ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ」と題されたＩＥＩＣＥ　Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎｓ、Ｐ
ｅｒｅｚ、　Ｈ．およびＡｍａｎｏ、ＦのＶｏｌ．Ｅ７４　Ｎｏ．１１　１９９１年１１
月の第８図に示されており、これは本明細書に参考として組み入れる。
【００２０】
本発明の別の特長によれば、遠端の話し手によりリアルタイムで発生された、しばしば戻
りエコーの係累となる、短期間の声に出さない歯擦音（「ｓ」の音）は、先の技術の変形
を使用して効率的に減じることができる。歯擦音のエネルギーは短期間の、約２０００か
ら５０００Ｈｚの周波数範囲における高いエネルギーのバーストを含む比較的特異な波形
記号により特徴付けされる。歯擦音のエネルギーはよって割り当てられるサブバンドにお
いてリアルタイムで検知され、また図５－７の関して説明したのと同様な方法で、歯擦音
のピークの期間に対して高周波数サブバンドの別の重み付けのためのタップ重み付け｛ｗ

ｉ 　｝上に印象付けすることいより別のフィルタタップ調整が行われる。これらの重みは
、遠端のユーザの電気通信会議における歯擦音のエネルギー内容上の発行されないし計測
された情報を使用して構成される。
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【００２１】
あるいは、遠端の話し手の音声の歯擦音のエネルギー内容はアクティブに計測され、また
リアルタイムのアクティブなタップ調整が計測された歯擦音のピーク値の関数として影響
を受けたサブバンドにおいて行われる。図１１は、この概念を実行する、図１のサブバン
ドアナライザ１７の変種を示したものである。これは、例えば、そのスペクトル内におけ
る歯擦音のエネルギーバーストの近同時的なパワーレベルを計測することにより、歯擦音
のエネルギーの存在を検知するための検知器３０を含んでいる。しきい値回路３１は、歯
擦音のエネルギーの相対的なパワーが、残りのスペクトルないしその一部におけるパワー
に関して特定の値ないしこれより上にあるかを決定し、またこれに応答してトリガ信号を
発生する。適応フィルタバンク１９の個々のタップを駆動し、また上記した例のいくつか
における値のセットであった、適応フィルタタップ重み付けは、キャンセラ１０と一体の
局部的なデータベースである、テーブル蓄積部３３に蓄積される。しきい値回路３１から
のトリガ信号に応答して、種々の検知されたサブバンドいおける歯擦音のエネルギーのパ
ワーレベル印がコンバータ３２に送られ、ここで印はタップ重み付け値調整に変換される
。これらは次いでコントローラ３４に送られ、コントローラ３４は検知された歯擦音の周
波数レンジにおけるより多くのフィルタ処理を集中するために適応フィルタバンク１９内
のサブバンドタップを一時的に再割り当てする。コントローラ３４はまた、別の重みを蓄
積部３３内に位置させ、歯擦音の調整を含めるために重み付けを再最適化する。歯擦音エ
ネルギーのバーストが通過したときは、検知器３０およびしきい値回路３１は非活動とな
り、タップ割り当てと重みがそれらの通常の値と構成に戻る。この調整は十分なパワーの
歯擦音エネルギーが検知された度に行われる。
【００２２】
先の全体のステップの結合を例証したプロセスのフローチャートを図１２に示した。
【図面の簡単な説明】
【図１】電子会議室の設定において展開された従来のサブバンド音響エコーキャンセラの
機能ダイヤグラムである。
【図２】男性と女性に対する長期の複合の相対的会話パワーを表したグラフである。
【図３】人の聴力の等しい音の強さの輪郭を示したグラフである。
【図４】２０％の係累レベルに合致するために必要なエコー減衰の一般的に受け入れられ
た測度を示したグラフである。
【図５】長期の複合会話の音の強さの変換に対応する特定のタップのグラフであり、図２
のグラフの音の強さの変換を含んでいる。
【図６】人の聴力の音の強さに対応するタップのグラフであり、図３のグラフの音の強さ
の変換を含んでいる。
【図７】エコー知覚に対応する特定のタップのグラフであり、図４のグラフの音の強さの
変換を含んでいる。
【図８】典型的な所望の均一なフィルタタッププロフィールに関する本発明の改良を例示
したチャートである。
【図９】典型的なモデリングされたフィルタタッププロフィールに関する本発明の改良を
例示したチャートである。
【図１０】本発明にしたがって追加された改良を備えた図１に類似した機能ダイヤグラム
である。
【図１１】音響エコーからある短期間の会話要素を削除するためにさらに改良したフィル
タタッププロフィールに対するアクティブ回路のブロックダイヤグラムである。
【図１２】本発明のデータ処理ステップを要約したプロセスのダイヤグラムである。
【符号の説明】
１０　音響エコーキャンセラ
１４　拡声器
１５　マイクロホン
１６　入接続ライン
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１７、２２　サブバンドアナライザ
２５　出接続ライン

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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